
北陸新幹線・上越新幹線
広域観光活性化連携シンポジウム

北陸新幹線開業記念

日 時

ホテルセンチュリー イカヤ ３階 飛天の間
新潟県上越市中央１-2-7 （ＪＲ直江津駅前） 『なおえつ鉄道まつり』同日開催！

講師:矢ケ崎 紀子 氏 (東洋大学国際地域学部国際観光学科准教授)
第1部

第2部

「広域観光周遊ルートに向けた展開について（仮）」

パネルディスカッション

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ: 篠崎 宏 氏
(株式会社JTB総合研究所コンサルティング第一部長兼主席研究員)

パネリスト:嶋津 忠裕 氏（えちごトキめき鉄道株式会社代表取締役社長）
南雲 純子 氏（佐渡市観光戦略官）
矢口 正子 氏（株式会社交通新聞社 月刊「旅の手帖」編集長）
矢ケ崎紀子氏（東洋大学国際地域学部国際観光学科准教授）

「新潟県における周遊観光の展望について」

入場無料

広域観光周遊ルートの形成においては、テーマ性・ストーリー性を持った

魅力ある観光地域のネットワークの強化が求められています。
北陸新幹線の開業により、新潟県内には２つの新幹線が通るようになりました。
交流人口拡大のチャンスを、地域振興や観光、ビジネスなどにどのように活かせるか。
首都圏や関西圏から新潟県内への誘客に向けて、一緒に考えてみませんか。

平成27年

10月17日 13:30-16:00土 予定

基調講演

２００名

新潟県 上越市 上越新幹線活性化同盟会 上越・北陸新幹線直行特急実現期成同盟会 北陸新幹線建設・活用促進期成同盟会
羽越本線高速化促進新潟地区同盟会 羽越本線新幹線直通促進庄内地区期成同盟会

主 催

後 援
東日本旅客鉄道株式会社新潟支社 西日本旅客鉄道株式会社金沢支社 えちごトキめき鉄道株式会社 北越急行株式会社 佐渡汽船株式会社

（観光事業者、地域振興団体、交通事業者、観光協会、経済団体、自治体 ほか 一般の方）

※先着順。定員になり次第、締め切らせていただきます。

場 所

定 員



Ｆ Ａ Ｘ 番号 ０２５７－３２－３３０３

電 話 番 号
０２５７－２１－２３２１

参加申込書
自治体・団体
・会社 名称

住 所 〒

電話番号

申込者

氏 名 所 属 ・ 役 職

氏 名 所 属 ・ 役 職

氏 名 所 属 ・ 役 職

上越新幹線

基調講演 講師紹介

矢ケ崎 紀子氏
株式会社日本総合研究所上席主任研究員を経て、2008年から2011年まで国土交通省観光庁
参事官（観光経済担当）を歴任。2014年より現職。専門は観光政策、観光産業など。幅広い知見
から、地域振興、インバウンド観光振興に関する論文・講演など多数。
現在 国土交通省交通政策審議会委員、国土審議会特別委員、東京オリンピック・パラリンピッ
ク競技大会組織委員会経済・テクノロジー委員会委員に就任。

※ご記入いただいた氏名、会社名、住所などの個人情報は、主催者が次の目的で利用いたします。【利用目的：参加者への連絡、今後の事業のご案内】

お申込み・お問合せ先
（柏崎市総合企画部企画政策課内）

上越・北陸新幹線直行特急実現期成同盟会

パネリスト紹介

嶋津 忠裕氏
えちごトキめき鉄道株式会社 代表取締役社長

南雲 純子氏

佐渡市観光戦略官

矢口 正子氏

コーディネーター紹介

ＪＴＢ海外旅行札幌支店、北海道営業本部、本社事業
創造本部を経て2007年よりＪＴＢ総合研究所へ。年間出
張が200日を超え、地域経済のサービス化、地域ビジネ
ス戦略構築、地域ビジネスモデル構築など実績多数。
農林水産省政策審議員などを歴任。

株式会社交通新聞社 月刊「旅の手帖」編集長

１９７７年創刊。読者を“旅人”にするきっかけを提供し
続ける老舗の国内旅行月刊誌。発行部数１５万部。

ＪＲグループならではの企画内容と、豊富な撮り下ろし
写真で彩られたオールカラーの紙面は、直接的に旅先
の情感を伝えてくれる。

株式会社リクルートライフスタイルを経て、フリーとして活
動後、２０１４年より現職。佐渡金銀山、ジオパーク、世界農
業遺産などを活用した魅力的な滞在型観光の促進を図る。

プライベートでもブログ「佐渡旅」により、佐渡の情報・
魅力を発信中。

篠崎 宏氏
株式会社ＪＴＢ総合研究所
コンサルティング第一部長兼主席研究員

椿山荘総支配人、肥薩おれんじ鉄道代表取締役社長
を経て現職。北陸新幹線と同時に開業。

上越妙高駅、糸魚川駅で新幹線と接続し、首都圏や
関西圏からの新幹線乗り継ぎの利便性を高めているほ
か、地域住民の大切な“足”としての役割を果たしている。

東洋大学国際地域学部国際観光学科 准教授

※先着順。定員になり次第締め切らせていただきます。
※お申込みが定員を超えた場合のみご連絡いたします。


